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論 文 内 容 の 要 旨
一 研 究の課題
中世 室町時代～戦国時代～江戸初期 の言語 を反 映す る国語資料で ある抄物資料 ・キ リシ
タ ン資料 ・狂 言資料 については、す でに私 の範 囲内での資料 的考察、語彙 的 ・国語史的考察 を
試み る ことが できた(平 成4年5月 清 文堂刊 『日本書紀 抄の国語学 的研究』・平成6年11月 武
蔵野書院刊 『中世の ことば と資料』)。
本論文では、前二著 を踏 まえて、それ らの文献 が生み出される表現 の現場 を推察 し、 あるい
は、 ことば をつむ ぐ表現者 の意 図、そ してその結果 としての表現性 な どにつ いて考察 を加 える
ことに した い。 また、 口語 とい う側 面 も考 慮 して、 ある表現 の使われ る表現 環境(コ ミ ュニ

















『古活字 版 日本書紀抄』 の 自問自答表現一 講義 とい う表現空間
「アア」「アウ」型 自問 自答表現 の分布 をめ ぐって 吉田兼倶 系 日本書紀抄 の場合一
「アア」 「アウ」型 自問 自答:表現の分布 をめ ぐって 清原宣賢系 『毛詩 抄』 『蒙求抄』
『論語抄』 な どの場合一
『古活字 版 日本書紀抄』 の敬語表現 素材 への表現 ・聴講者 への表現一
別視 点か ら見た 『中華若木詩抄』一 表現 者如月寿印の意図
『中華若木詩抄』 の表現構造一 「竹」の詩 をめ ぐって
一1一
第七章 『中華若木詩抄』 と評語 「ア リア リ ト」 表現 を測定する一
第八章 「テ ノ用ハ」 の表現領域一 抄物 か ら狂言 まで一
第九章 「不審」 とい う語 の表現環境一 狂言 に反映され た 日常会話(一)一






「不審」 とい う語 の表現環境一 『エソポ物語』・御 伽草子 な どの場合一
『日葡辞書』の婦 人語か ら 性差 による表現 の実態一
み もなき事 ・い とふ ・心 のやみ ・くはんね んす る
一 『こんてむ つすむん地』 の用語 と表現一
天の甘 味 ・甘露 ・値遇 ・ひ と しく
一 『こんてむつすむん地』 の用語 と表現一
へ りくだ り ・ち りんだ あで ・ただ しき人
一 『こんてむつすむん地』 の用語 と表現一
終 章 まとめ
三 論文要 旨
第一 章では、 口語性 のきわめて高い聞書抄物 『古活字版 日本書紀抄』 に見 られる
「不審 ガ有ル ヨ 日神 ノ御為ニ コソ潔斎ス レ日神 ノ上テ何 トシテ物 忌 ヲハセ ラル 、ソ アア
マタ天神力御座 アル程二天神ニ ヲツカへ有ソ」(1・64オ ～ ウ)
「サ テ三 才 ト云ハ ウナ ラバ 人其 中ニア リ トコソカ 、ウスニ神 聖 ト云ハナ ンソ アウ 人 ト云
ハ有情 ノ惣名チヤテ候(略)其 中二道 ヲ知 タ人 ト名 ヲ挙 ウ用二神聖 ト云 字 ヲ書タテ候」(1・
15オ ～ ウ)
のご とき、応答詞 「アア」 「アウ」 を ともな った 自問 自答 形式 を、講義 とい う教 育現場 にまで
立 ち戻 って、そ の表現性、表現効果 を考 え、講 義手控 にあた るもの(漢 文脈 を も有す る文章語
のぶかた
で記 されて いる)と の影響 問題 な どを考 えた。そ の結果、講者で ある清原 宣賢 は、 『古活字版
日本書紀抄』の反映する講義以外 にお いて も、 「アア」 「アウ」型 自問 自答表現 を用 いたが、必
ず しもそ の全ゼが聞き書きを通 じて文字 として書 き とめ られるわけではなか った こと、 「アア」
かね ら
「ア ウ」型 自問 自答表現 は、一条兼 良著 で漢文体 の 『日本書紀 纂疏』の 「問 日」 「答 日」 の部
分 を、講者清原宣賢が 口語 に和 らげて 引用す る時に多 くの場合生 じている ことが判 明した。 さ
らに用例 を観 察す ることによって、 『日本書紀纂疏』 の漢文体 の問答で記 され た内容 を宣賢が
十分 に咀囎 し、納 得 した折 にrア ア」 「アウ」型 自問 自答表現 は発 されて いる ことがわか り、
いわゆ る講義時における講者 の"ノ リ"が ことば に反 映され た もの とす る ことがで きる。 この
"ノ リ"と もいうべ き講 者の教育者 と しての精神的 高揚は
、 『日'本書紀纂疏』 に依 拠 しな い部
分におけ る 「アア」 「アウ」型 自問自答表現 にも顕著 に認 め られ た。
第 二章 ・第 三章では、 「アア」 「アウ」型 自問自答表現が、清原宣賢 の関す る 『日本書紀抄』
以外に どれだけ普遍性 のあるものか を、周辺 に位置す る主要 な 口語抄物 につ いて調査 したもの
である。 古 く、洋 の東 西を問わず、 問答体は教育的場 にお ける重要な文体的手段で あるか ら、
聴講 者への語 りか けが もっとも高揚 した場で は、 「ア ア」 「ア ウ」型 自問自答表現は 出る可能性
があるわけである。 しか し、清原宣賢 の実父で あ り師で もあった吉 田神道家 の吉 田兼倶 の関す
る講 義の聞書(文 明9年 景徐聞書 ・文明13年 景徐 聞書 ・月舟寿桂 聞書)に は、弟子へ の問いか
けを用いた説 明文 はある程度存在 したが、 「アア」 「アウ」 型 自問 自答表現 は皆無で あった(第
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二 章)。 ま た 、 清 原 宣 賢 の 『日本 書 紀 』 以 外 を原 典 とす る 『毛 詩 抄 』 『蒙 求 抄 』 『論 語 抄』 を検
した と ころ、
「不 審 ヲ立 タ ヨ 象 力 舜 ヲ殺 トシ タ レ トモ有 庫 二 封 セ ラ レタ ソ 周 公 ハ 兄 弟 殺 サ レタ 是 ハ
トチ カ理 ソ非 ソ ト云 論 カア ッタ ソ ア ウ 舜 二 対 シテ ハ 悪 カ ツ タ レ トモ 天 下 ノタ メニ 悪 ハ ナ カ
ツ タ ソ」(『 毛詩 抄 』8・18ウ ～19オ)
「又 ノ義 二 曲 ノ字 ニ ア タ ツ テ云 ソ 山 林 二 隠 居 セ ウ ス ル 者 ハ イ カ ニ モ 正 直 デ コ ソ ヨ カ ラウ ズ
レ曲ル 笠 ヲ好 ハ 不 審 ナ ソ ア ウ 身 ヲ 正 直 ニ モ チ タサ ニ 此 ノカ サ ヲ キ レソ」(『 蒙求 抄 』7・
21ウ)
な ど、 まれ に しか 例 を見 出す こ とが で き な か っ た 。 『毛詩 抄 』r蒙 求 抄 』 の 聞 書 者 は 林 宗 二 と考
え られ 、『古 活 字 版 日本書 紀 抄 』の 聞書 者 と共通 性 を もっ。 そ の 状 態 で の差 違 は 、『毛 詩 抄』 『蒙
求 抄 』 にお け る宣 賢 の参 考 と した 書 物(こ の 場 合 、 中国 側 の 漢 文 の 注 釈 書 が 主 とな る)に お け
る 問答 体 の希 薄 さ、 また 、 事 実 を冷 静 に伝 え る こ と に終 始 して い る講 者 宣 賢 の 有 り様 を推 定 さ
せ た。 つ い で 、清 原 宣 賢 講 に先 立 つ 養 祖 父 ・清 原 業 忠 講 の 『論 語 聞 書 』(天 隠 龍 沢 聞 書)を 検
討 し、 「ア ア」 「ア ウ 」型 自問 自答 表 現 の 出現 の 可能 性 と、 そ の代 わ りとな った 諸 表 現 に、 吉 田
兼 倶 系 日本 書 紀 抄 諸 本 と同 一 傾 向 性 を見 つ け た 。 つ ま り、 そ れ ぞ れ の 講 を リー ドす る 講 者 の原
典 へ の心 的態 度 、 講 を聞 き文 章 と してそ れ を文 字 化 す る 聞 書 者 の態 度 が 深 くか か わ り、 「ア ア」
「ア ウ」 型 自 問 自答:表現 の 出現 に 大 きな 差 違 が で て い るの で あ る。 しか し、 宣賢 よ り後 の 人 で
あ る和 仲 東 靖 の 『巻 子 本 日本 書 紀 抄 』 にあ らた に認 め られ る
「遁 謂 亀 カ ナ ク ハ 鹿 モ アル マイ ソ 此 ノ義 如 何 ア ブ 是 ハ 天 ノ事 ナ レハ ソ 兆 ハ 五 行 ノ
信 ノ如 シ」(1・871～875行 の 上 部 余 白)
な ど の 「ア ア」 「ア ウ」 型 自問 自答 表 現 をみ る と、 講 義 が 宮 家 や 公 家 間 だ けで な く、 僧 侶 、 一
般 武 士 に も っ と も広 く開 か れ た 大 永 ～ 天 文 年 間 に、 これ ら多 く の聴 講 者 に 、 よ り熱 くよ り親 し
く語 りか け る講 者 の 手 段 と して 、 「ア ア」 「ア ウ」 型 自問 自答 表 現 は 発 展 した こ とを掴 む こ とが
で き る(第 三 章)。 大 永 ～ 天 文 年 間 に 最 も活 躍 した講 義 者 が 、 清 原 宣 賢 で あ る こ と を 思 え ば 、
第 一 章 にお け る 『古 活 字版 日本 書 紀 抄』 の 状 況 は 納 得 で き る 事 象 とな ろ う。
第 四 章 で は 、 講 義(講 釈)の 裾 野 が 最 も広 が った 時 代 の 最 高 の講 師 と して著 名 で あ っ た 清 原
宣 賢 の 『日本 書 紀 』 の講 義 聞 書 『古 活 字 版 日本 書 紀 抄 』 を も とに、講 義 とい う"場"に お い て、
講 師 は ど の よ うな 敬 語 表 現 を して いた か につ い て 考 察 した 。 『日本 書紀 』(神 代 巻)は 神 々 の 物
語 で あ り、 宣 賢 の 属 す る公 家社 会 の 頂点 で あ る 天 皇 家 の 祖 先 と して位 置 づ け られ る神 々 も含 ま
れ て い る。 そ れ ら素 材 と して の 人 物 に対 して 、 どの よ うな 敬 語 を用 い て い る の か、 また 、 身 分
的 に幅 広 い層 が 想 定 され る 聴講 者 へ の語 りか け の 際 の 敬語 は どの よ うな も の で あ っ た か を 調 査
し、 当時 の 口語 にお け る敬 語 の 様 相 と合 わ せ て 、 講 義 と い う"場"に お け る 敬語 表 現 を ま とめ
て み た も ので あ る 。 そ の 過程 に お い て
「纂 疏 ニ モ 未 知 是 非 トア ソハ イ タ 程 二不 審 二御 座 タ ソ」(2・27ウ)
「水 火 ハ 日月テ ヲ リ候 」(2・31ウ)
な ど、 中世 特 有 な 敬 語 表現 で あ っ て も、 丁 寧 用 法 の 初 出 が 特 定 され て い な か っ た もの の 時 期 を
早 め る例 も得 る こ とが で き た 。 な お 、 聴 講 者 に 向 け て 、 現 代 語 な らば 「デ ス 」 「マ ス 」 の感 覚
で 用 い られ た 講 義 文 体 と して の 丁 寧 語 の 「～候 」 に っ いて は、 前 著 一(『 日本 書 紀 抄 の 国 語 学
的 研 究 』)で 考 察 を行 な っ て い る の で 、 本 章 で は 簡 単 に触 れ る に留 め た。
『古 活 字 版 日本 書 紀 抄 』 と ほぼ 同 じ頃 に成 立 した とみ られ る 『中 華 若 木 詩 抄 』 は 、 湯 沢 幸 吉
一3一
郎 『室 町 時 代 言 語 の研 究』で も主 資 料 と して扱 わ れ 、か な り早 くか ら知 られ て い た文 献 で あ る。
昭 和45年 に勉 誠社 よ り寛永 版 本 が影 印刊 行 され 、 の ち、 清 文 堂 ・笠 間 書 院 か ら も影 印 が 出 され、
亀 井 孝 『語 学 資料 と して の 中華 若 木 詩 抄 』 な ど の研 究 もあ っ て 、抄 物 資料 の 中で はか な り研 究
が 進 ん で い た。 しか し、 従 来 の研 究 で は、 『中 華 若 木 詩 抄 』 の有 す る さ ま ざ ま な表 現 の 問題 に
ふれ られ る こ とが な か っ た。 『古 活 字 版 日本 書 紀 抄 』 と ちが って 、 『中華 若 木 詩 抄』 は 、講 義 を
想 定 し つ つ も文 章 と して 書 きお ろ さ れ た 抄 物 で あ り、 そ こ には 、 中 国 と 日本 の 漢 詩 の 名 品 を
"対"に な る形 で選 定 し
、 そ れ ぞ れ に深 い詩 観 にね ざ して 付 け られ た 注 釈 が こめ られ て い る。
第 五 章 で は 、 『中華 若 木 詩 抄 』 に選 ば れ た 日中合 わ せ て 二 百 数 十 篇 の 詩 の題 材 や 本 文 の 記 述
よ り、 表 現 者 と して の如 月寿 印 の 意 図 を さ ぐ り、"絵 画"と の接 点 を 見 出 した 。 室 町 時 代 の障
壁 画 ・襖 絵 等 の 参 考 書 と して の .『中 華 若 木 詩 抄 』 の 性 格 を指 摘 し、 『中華 若 木 詩 抄 』 が 近 世 に
入 って 何 回 も版 を重 ね て い っ た こ とへ の 背 景 もそ こ に帰 す る こ とが で きた 。 抄 物 と庶 民 と の接
点 も、 この視 点 を導 入 す る こ と によ っ て 、 よ り明 らか とな った も の と思 う。
第 六 章 は 、第 五 章 を さ らに 進 め て、 室 町 時 代 の 障壁 画 ・襖 絵 の 教 材(画 材)と して 人 気 の 高
か っ た もの の うち か ら 「竹 」 に関 す る詩 を と りあげ 、 『中 華 若 木 詩 抄 』 の抄 文 を くわ し く読 み
こむ こ と によ り、 当 時 の 人 々 の表 象 ・図象 表現 に 至 る 嗜 好 を明 らか に した。 論 証 過 程 に、 軍記
物 語 で あ る 『信 長 記』 にお け る安 土 城 障 壁 画 に 関す る部 分 もつ き あ わ せ、 抄 物 文 献 の研 究 が歴
史 史 料解 読 に あ た っ て も有 効 で あ る こ との 一端 を示 した 。
第 七 章 は、 『中 華若 木 詩 抄 』 の評 語 にお け る
「郊 行 ノ路 次 ヲ ア リア リ トヲモ ウ ヤ ウニ 作 リ出 ス 也 捻 シテ 語 バ カ ヤ ウニ ア リ 目 ノタ ケ ヲ云
テ イ タイ ケナ ガ ヨイ ナ リ」(上 ・11オ)
とい う抄 文 にお け る 「ア リア リ ト」 とい う評 語 に注 目 し、 この語 に よ って ど の よ うな 事 象 が プ
ラ ス評 価 と して 表 現 され て い るか を分 析 した 。 「ア リア リ ト」 は
〈「ア リア リ トノベル 」 時 、詩 人 は、 お のが 情 感 は奥 に お し こめ る。 眼 に見 え、 耳 に聞 こえ る
物 を正 直 に描 写 し、 自然 のな りゆ き と して 自分(あ る い は、 他 人)が と った 行 動 の み を述 べ て
ゆ く。 そ こ に は、 シ ャー プ な 切 り と り(捨 象)が 要 求 され 、 す く い あげ られ た も の だ け が ク
ロー ズ ア ップ され る こ とに な る。 しか し、 鑑 賞 者 の 手 にそ の詩 が 渡 っ た とた ん、 「ア リア リ ト
ノベ 」 られ た 情 景 は 、 鑑 賞 者 の 中 で、 詩 人 と同 じ映 像 を結 び 、 詩 人 が 詞 には 表 わ さ な か っ た 幾
多 の思 いが よみ あが って くる〉
こ とで あ り、 当然 、 絵 画 との 接点 を含 み もつ もの で あ り、 そ の意 味 で 、 第五 章、 第 六 章 で考 察
した こ と と深 く関 連 す る。 な お、 表 現 を測 定 す る 語 と して の 「ア リア リ ト」 に つ い て、 他 の文
献 の 有 り様 に もふ れ て い る。
狂 言 資 料 は 、 中世 の 口語 を 豊か に表 現 す る も の で あ る が(a)大 蔵虎 明 本狂 言 台 本 ・(b)大蔵 虎 清
本 狂 言 台 本 ・(c)大蔵虎 寛 本 狂 言 台 本 な どに よ っ て 反 映 す る 時 代 が 異 な る。 しか し、(a)(b)(c)三
種 の こ とば の ち が い をそれ ぞ れ の文 献 が 反 映す る 時代 差 で あ る とみ な して 、 国語 史 的考 察 を な
す こ とが で き 、 前 著 二 『中 世 の こ とば と資 料 』 に お け る 「中 世 口語 に お け る原 因 ・理 由 を表 わ
す 条 件 句 」 「終 助 詞 ゾ と敬 意 表 現 」 な ど は、 そ の よ うな 試 み の 結 果 で あ る。 狂 言 資料 の 表 現 論
的研 究 は、 諺 や 和 歌 の 引用 、 平 家 物 語 の文 章 の 引用 な ど主 と して文 学 的方 面 にお い て既 にな さ
れ て い る の で 、 本論 文 で は 、 狂 言 資 料 にお け る あ る一 つ の表 現 を抄 物 資 料 ・キ リ シ タ ン資 料 と
つ き あ わせ て 、当時 の 口語 にお け るそ の表 現 の位 置 づ け を行 な お う と した 。 まず 、第 八 章 で は 、
抄 物 に お け る 「～ テ ノ用 ハ 」(「和 日 我 已 生此 国 タホ トニ遺 恨 モナ イ ホ トニ ナ ニ セ ウ ソ イ キ
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テ ノ用 ハ ソ」 〈日本 書 紀 桃 源 抄>2・6オ)を 発 端 に、 狂 言 例 「ひ と りゐ よふ と、 ふ た りゐ よ
ふ と、 か ま ふ て の よ うハ 」(大 蔵 虎 明 本 狂 言 「せ つ ぶ ん」)な ど に至 り、 当 時 の 口語 に お い て
「相 手 へ の 詰 問 や理 詰 め の 反論 が 究 極 的 に必 要 な 時 に 用 い られ た 重要 な表 現 」 で あ る こ とを論
じた。
第 九 章 ～ 第 十 一 章 で は、 第 一 章 ～第 三 章 の考 察 で鍵 とな る語 と して浮 上 して いた 「不 審 」 と
い う語 を含 む 表現 に注 目し、 狂 言 資 料 を通 じて 当時 の 口語 の世 界 で の様 相 をつ か み 、 キ リシ タ
ン資料 を通 じて 口語 お よび 俗 文 の世 界 で の様 相 をつ か も う と した。 キ リシ タ ン資 料 の俗 文 の世
界 は、 御 伽 草子 を は じめ とす る和 文 作 品 ともつ な が り、 本 論 文 中、 も っ と も多 く の 中世 文 献 を
調査 した章 群 とな った 。
そ の結 果 、 第 九章 で は、
O日 常 会 話 にお い て いぶ か し く感 じた時 の も っ と も一般 的 な 表 現 は、 「ふ しん な」 で あ る こ
と、
○ 「ふ しん ぢ ゃ」 と い う例 は 大 蔵 虎 明本 で は 皆 無 で あ る こ と、
○ 「ふ しん な 事 で ござ る 」 「ふ しん に ご ざ る」 「ふ しん で ご ざ る」 な ど待 遇 表 現 に対 応 す る言
い方 も豊 か で あ り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン上 、 「不 審 尤 ～ 」 と相 手 に応 じ る例 も多 い こ と、
○単 に いぶ か し い と思 う気 持 ち を表 わ す 以 外 に、 「不 審 」 「不 審 す る」 で 質 問 ・質 問 す る意 を、
あ る いは 、 男 女 の 中 を怪 し く思 う ・男 女 の 中 を疑 い噂 に のぼ す 意 を表 わ す こ とが あ る
な どが 導 き だ され た。 な お 、 第 九 章 の 冒頭 部 で は 、 『中華 若 木 詩 抄』 の 直 訳 ・意 訳 に使 わ れ た
「不 審 」 につ いて 用 法 ・意 味 分 析 を行 な って い る。 これ は 、 抄 物 にお いて 問 答体 を導 く語 、 あ
る いは 、 問答 体 に 匹敵 す る表 現 と して 使 わ れ た 「不 審 」 とは別 の 素 材 的 な一 講 義 文 体 で は な
い部 分 の用 法 ・意 味 ・表 現 機 能 を見 る た め で あ る 。 いぶ か し く思 う とい う一 般 的 な 意 味 の 他 に
「質 問 」「質 問 す る」と い う現 代 で は 方 言 と して しか 残 って い な い用 法 が 指摘 され た が 、これ は 、
第 一 章 ～ 第 三 章 に引 い た 抄 物 の講 義 文 体 に も直 訳 ・意 訳 の素 材 的 な 部 分 に も時 お り出 て い た 用
法 で あ る。
第 十 章 の 前 半 部 で は 、 大 蔵 虎 明 本 に お いて 、 「ふ しん」 の 出 る 同一 文 脈 で 共 存 して い た 「き
ど くな」 「ふ しぎ な」 に つ い て考 察 を 加 え 、
○ 神 仏 の 霊 験 ・奇蹟 を あ りえ な い が き わ め て あ りが た い と思 うプ ラス評 価 が、 あ りえ な い一
一 脇 に 落 ち な い とい うマイ ナ ス評 価 に転 化 した 用 法 で あ る こ と、
○ 「不 審 な 。」 と言 い切 り にで きな い謡 曲 や 謡 曲調 の 間 狂 言 で は 「不 思 議 な り」 を用 い て い
ぶ か し く思 う意 を 表 わ して い る こ と、
を明 らか に した。 後 半 部 は、 第 十 章 の 眼 目で あ る 大蔵 虎 寛 本 に お け る 「ふ しん」 の表 現 環 境 を
調 査 し、
○大 蔵 虎 寛 本 にお い て も 「ふ しん ぢ ゃ」 の例 は な い こ と、
○大 蔵 虎 明 本 に対 して、 格 段 に 「ふ しん」 の用 例 数 が減 っ て い る こ と、
○そ の か わ り、 逆 の現 象 と して 、 「合 点 の行 か ぬ」 が多 用 され て い る こと、
○大 蔵 虎 明 本 と変 わ りな く用 い られ て い る の は、 「不 審 尤 ～」 の表 現 で あ る、
○ これ らを総 合 して 解 釈 す る と、 室 町後 期 か ら江 戸 初 ・中期 の 口語 の世 界 で 「不 審 な 」 か ら
「合 点 の行 か ぬ」 へ の勢 力交 替 が あ っ た、
な どを把 握 した。
つ づ く第 十 一 章 で は、 まず 、 キ リシ タ ン ロ語 文 献 の一 つで あ る 『天 草 版 エ ソポ 物 語 』 の 「不
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審 」 を調 査 し、 独 特 の 「不 審」 の 世 界 が 開 け て い る こ と を指 摘 した 。 そ れ は 、
「そ の ころ諸 国 の 帝 王 よ りた が い に不 審 の勅 札 を送 り、 そ の不 審 を開 か ね ば 、 あ る程 の 宝 を
奉 らる る 形儀 が ござ っ た。」
に お け る 「不 審 」 に 象徴 され る よ う に、 「質 問」 「謎 」 「な ぞ な ぞ 」 の意 で あ り、 「難 題 を解 く」
「謎 を解 き 明 か す」 とい う行 為 を表 わ して い た。 抄 物 に お け る多 くの 「不 審 」 は、 「不 審 ゾ」
「不 審 ナ 」 と形 容 動 詞 的 に 使 わ れ る以 外 は、 「不 審 ガ アル ゾ」 「不 審 ガ デ キ タ ゾ」 「不 審 ガ 起 コ
ツ タ ゾ」 の形 で あ り、 これ らは 、 「疑 義 」 か ら発 して 「難 問」 「難 題 」 を言 外 に含 み もつ も ので
あ っ た ので 、 『天 草 版 エ ソ ポ 物 語 』 にお け る 「謎 」 を表 わ す 用 法 に 無縁 で は な い。 しか し、 物
語 に描 かれ た"日 常"は 、 狂 言 台 本 に反 映 され た 日本 の"日 常"と は や は り違 う。 翻 訳 と い う
別 次元 の 観点 導 入が 必 要 とされ る の だが 、 当時 の 日本 人 が(日 本文 化 が)「 謎 」 「な ぞ な ぞ 」 を
お お い に愛 し民衆 的 レベル で 受 け入 れ て い た背 景 を第 一 義 に 捉 え た い。 そ の 文化 的 背 景 が あ っ
たか ら こそ 『天 草版 エ ソポ 物 語 』 が 日本 語 教 科 書 ・日本事 情 教 科 書 と して選 ば れ た と も言 え る
の で あ る 。 と は い え、 御 伽 草 子 や 仮 名 草 子 に 「謎 」 「な ぞ な ぞ 」 と して の 「不 審 」 の 語 が な か
なか 見 出せ な い と ころ に、r天 草 版 エ ソポ 物 語 』の作 られ た 日本 イ エ ズ ス会 とい う独 自の コ ミ ュ
ニ テ ィー にお け る 「不 審 」 と い う語 の流 行 的 密 な る使 用 状況 を 想 定せ ざ る を得 な い。 近 世 初 期
に刊 行 され た とは 言 え、 仮 名 草 子 『伊 曽保 物 語 』 は成 立 的 に は 口語 訳 で あ る 『天 草版 エ ソ ポ 物
語 』 に先 ん じて 文 語 訳 され た も の を も とに した と推 定 され て お り、『天 草版 エ ソポ 物 語』 の 「不
審 」 が ほぼ 同 じよ う に 出て くる。 口語 的 要 素 と文 語 的 要 素 の 微 妙 なバ ラン ス の 上 に立 つ御 伽 草
子 で は 、 大 蔵 虎 明 本 狂 言 台 本 にお け る よ うな 「ふ しん 」 が 「き ど く」 「ふ しぎ」 な ど と と も に
使 わ れ て お り、 江 戸 初 期 成 立 の 『醒 睡 笑 』 で も同 傾 向 が 指 摘 され た。 な お、 「ふ しん ぢ ゃ」 と
い う語 形 は 、 『天 草 版 エ ソ ポ物 語 』 に 一 例 のみ 表 わ れ 、 こ の語 形 が 一 般 化 す る 前 に 「合 点 が 行
か ぬ 」 と い う表 現 が 広 ま った こ と を推 定 させ る 。
第 十 二 章 で は 、 『日葡 辞 書 』 の 「婦 人 語 」(Palaurademolheres,)と い う記 載 を手 が か りに 、
『日葡 辞 書 』 にお け る該 当語 の 女 性 語 と して の 把 握 の実 態 や 他 文 献 で の状 況 を調 査 し、 中 世 に
お け る女 房 こ とば を 中心 とす る 女 性 特 有 語 の 表 現 に言 及 した 。 そ の過 程 で 、 食 生 活 を台 所 で つ
か さ ど る女 性 た ちが 食 べ 物 の 異 名 を創 り、 そ れ が 子 ど もや 夫 ・従 者 た ち を通 じて 男 性 た ちへ 伝
播 して い く姿 、 子 育 て の場 で 幼 児 語 とか さな る形 で 女 性 語 が 成 立 す る背 景 、 男 女 共 有 語 で あ っ
た の に女 性 が そ の表 現 をよ り多 く使 うた め に女 性 語 と意 識 され 出 した 事 情 な ど を従 来 よ り詳 し
く描 け た も の と思 う。
キ リシ タ ン資 料 につ いて は、 キ リ シタ ン文 学 と して の研 究 史 は長 く豊 か で あ る。 しか し、 文
献 学 的 研 究 、 特 殊 語 に関 す る用 語 ・用 法 的研 究 に傾 き、 キ リシ タ ン文 献 の一 つ 一 つ が にな う表
現 性 の 問題 、 また 使 わ れ た 用 法 が 、 日本 語 の 中 で ど の よ うな 位 置 づ け を もつ も ので あ るか らそ
の文 献 に と りこ まれ て い るか な どの 点 に つ い て は 、 十 分 な 配 慮 が な され て きた とは いえ な い。
そ こで 、 国字 本 『こんて む つ す む ん地 』(慶 長15年 〈1610>原 ア ン トニ オ刊)を も とに、 先 に成
立 した ロー マ 字 本 『コ ンテ ム ツス ム ンヂ 』(1596年 イ エ ズ ス 会 刊)の こ とば や 表現 との 相 違 を指
摘 しつ つ 、 広 く、 キ リ シタ ン文 学 の 心 に せ ま りた い と考 え る に至 った 。 国 字 本 と ロー マ 字 本 と
の相 違 につ いて は 、 す で に 『日本 古 典 全 書 吉 利 支 丹 文 学 集 上 』 解 説 にお いて 、 柊 源 一 氏
が 「国 字 本 は ロー マ 字 本 の漢 語 の 多 い硬 い文 章 をや は らげ 、 本 質 的 に必 要 の な い 限 りは 、 外 国
語 や 仏 教 か らの 借 用 語 を避 け て、 一般 に わ か りや す い文 章 とす る こ と に努 め た あ とが うか が は
れ る」 と要 約 して お られ るが 、 筆 者 は 、 そ れ を 単 に二 本 の相 違 と して で は な く、 キ リシ タ ン信
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仰 を受 容 し、 あ るい は そ こま で い か な く と も好 意 的 に興 味 を持 った 人 々一 当時 の 日本 人 の 心
に それ ぞ れ の語(表 現)が 投 げ か け た 陰影 の差 を 問題 に して い こ う と考 え た。 そ の方 法 と して、
他 の キ リ シ タ ン文 学 と の 比較(手 元 の カ ー ドや 既 刊 の 索 引 、 そ して 豊 島 正 之 氏 のKWICな どを
利 用)を 行 な う一 方 、 日本 側 の仏 教 書 ・神 道 書 の うち 当時 か な りの流 布 を み た文 献 につ い て は
可 能 な 限 り 目を 向 け る こと に した 。 第 十 三 章 ～ 第 十 五 章 がそ の 試 みで あ り、
○ 世 界 ・み も な き 事 ・い と ふ ・し た ふ ・闇 路 ・闇 ・寿 命 ・い の ち ・心 のや み ・ひ か り ・行
跡 ・こ とば ・語 ・す す む る ・く はん ね ん す る ・が くもん ・
○至 る ・立 入 る ・天 の甘 味 ・甘 露 ・しか る に ・善 の望 み ・ほ っ き ・あ ぢ はふ ・値 遇 ・分 別 ・
進 退 ・ひ と し く
○へ り くだ り ・ち りん だ あ で ・な に のゑ きぞ ・こび た る こ とば ・善 人 ・た だ し き人 ・お こな
ひ ・行 儀 ・あは せ 奉 る
な どの 語 を キ ー ワー ドに 、 日本 人 の 心 に映 る 表 現 と して の こ とば と原 典(『DEIMITATIONE
CHRISTI』=『 キ リス トに な らい て』)と して の キ リシ タ ン信 仰 が伝 え ん とす る も の と の距 離
を はか っ た。 上 代 か ら中世 に至 る 諸 文 献 、 あ る い は現 代 語 の例 をつ き あわ せ る こ と に よ って 、
そ れ らの こ とば や 表 現 の背 景 につ いて 多 少 は 描 けた も の と考 えて い る。
中世 文 献 の幅 は 広 く厚 い。 本 論 文 で そ れ らの 全 て に関 して 、 表 現 論 的 研 究 の可 能 性 を示 せ た
わ けで は な い。 む し ろ、 個 々 の 文 献 には そ れ ぞ れ にふ さわ しい ア プ ロー チ が まだ まだ 存 在 す る
こ と を学 ぶ こ とが で きた 。 これ ら につ い て は 、 本 論 文 を足 が か りに して 、 今 後 、 発 展 的 研 究 を
つ づ けて い きた い と思 う。 また 、 表 記 論 的 ・語 彙 文 法 論 的 ・国 語 史 的 研 究 が 表 現 論 的 研 究 と対
立 して 存 在 す る もの で もな い と考 え て い る ので 、 今 後 、 抄 物 資 料 で と った 軌 跡(資 料 的 考 察 →
国 語 史 資 料 と して み た 当該 資 料 の こ とば → 表 現 論 的研 究)に 準 じた こ ころ み を資 料 ご と ・ジ ャ
ンル ご と に幾 重 に も重 ね て ゆ く こ とで 、 真 の 意 味 で の 中世 文 献 の表 現 論 的 研 究 に近 づ こ う と考
えて い る。
本 研 究 は 、 中世 文 献 個 々 が他 の 文 献 に 対 して 持 つ ゆ るや か な 表 現 性 の 重 な りと ジ ャ ンル を異
にす るた め の表 現 の 特 性 等 を意 識 して 、 十 五 章 に構 成 した も ので あ るが 、 本研 究 に向 か う一 過
程 と して 近 年 発 表 した 論文(既 発 表 論文)も 、 本 研 究 の統 一 した 視 点 の も と に、 あ らた に手 を
加 え て くみ こん で い る。 最後 に 、 そ の 間 の 事 情 を示 す 〔初 出 誌 等 〕 を添 え て お く。













「古活字版 日本書紀抄の敬語表現」(成 城短期大学 「国文学 ノー ト」第32号 平成7年
3月)を 改題 し、本研 究の視点 に合わせて加筆
「別視点か ら見た中華若 木詩抄」(『藤 森 ことば論集』平成4年10月 清文堂刊)を 改題 し、
本研究の視点 に合わせて加筆
「室町絵画 と抄物一 竹」(『小松英雄 博士退官記念 日本語学論集』(平 成5年7月 三省
堂刊)を 改題 し、 本研 究の視点 に合わせて加筆
「中華若木詩抄 と評語 「ア リア リ ト」」(「成城国文学」第10号 平成6年3月)に 新た
に副題 をつけ、本研究 の視点に合わせて加筆
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第 八章 「生キテ ノ用ハ 抄物 の反映す る ことば と実相一 」(「国語 と国文 学」平成7年11
月)を 改題 し、本研究の視点 に合わせて加筆
第 九章 「中世 コミュニケーシ ョン言語 として の 「不審」 の実態一 大蔵虎 明本狂言 を 中心 に
一 」(「成城大学短期大学部紀要」第32号 平成12年7月)を 改題 し、本研究 の視点
に合わせて一部取捨 を行なった上で、加筆
第十 章 「コ ミュニ ケー シ ョン言語 と しての 「不 審」 の変容一 大蔵虎 明本狂 言 と大蔵虎 寛本
狂言 との比較 を通 して一 」(「成城大学短期大学部紀要」第33号 掲載 予定)と 「大蔵
虎明本狂言 の 「きどく」 と 「ふ しぎ」一 コミュニケーシ ョン現場 におけ る 「不審」
との共存関係を通 して一 」(成城大 学短期大 学部 「国文学 ノー ト」第38号 掲載予定)を
もとに、本研究 の視点 に添 って両者 を合 わせ なが ら、加筆
第十一章 書き下ろ し
第十二章 「『日葡辞書』 の 「婦人語」」(「成城大 学短期大 学部紀要」第26号 平成7年3月)
を改題 し、本研究 の視点 に合わせ て加筆
第十三 章 「キ リシタン文学 の心 とことば一 『こんてむつす むん地』巻一 の第一(一)よ り」
(成城短期大学 「国文学 ノー ト」第31号 平成6年3月)を 改題 し、本研究 の視点 に
合わせて加筆
第 十四章 「天 の甘 味 ・甘露 ・値遇 ・ひ とし く一 『こんて むつすむん地』 の用語 よ り」(『近
代語研究』第十集 平成11年10月)の 副題 を変 え、本研究 の視点 に合わせて加筆
第十五章 「へ りくだ り ・ち りんだあで ・ただ しき人一 『こんてむつすむん地』 の用語よ り」
(成城大学短期大学部 「国文 学 ノー ト」第33号 平成8年3月)の 副題 を変え、本研
究の視点 に合わせて加筆
終章 書き下 ろし
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 「序章」 と 「終 章」 を含 め全十 七章 よ り成る。
「序章」では、本研究 の 目的 と視点 を述 べ、 本研 究が資料 的考察、国語史 的考察 をふ まえた
上でそれ らではそ の文献 の有す る表現性が十分掴 めない として表現 論的研究 を提唱す る。
「第 一章 『古活字版 日本書紀抄』の 自問 自答表現」では、本抄に見 られる応答 詞 「アア」 「ア
ウ」 を伴 った 自問 自答形式 の表現性、表現効果 を考 え、講義 手控 えに当た るもの との影響 関係
を考察す る。 この 自問自答表現は、一条兼良の 『日本書紀纂疏』 の 「問 日」 「答 日」 の部分 を、
清原宣賢が 口語 に和 らげて 引用す るときに多 くの場合 生 じている。宣賢が この書 の内容 を十分
理解 した ときに発せ られた もので、講義時 にお ける講者 の 「ノ リ」が ことば に反映 された もの
であるとす る。講義 という場 にお いて、応答詞が どのような背景 のも とに発せ られ るか を問題
に して いる。
「第二章、第三章 『アア』 『アウ』型 自問 自答表現 の分布 をめ ぐって」では、それぞれ吉 田兼
倶 系 「日本書 紀抄」 と清原 宣賢 系 「毛詩 抄」 「蒙求 抄」 「論語 抄」 を対 象 と して、 「アア」 「ア
ウ」型 自問自答表現 を調査する。 これ らでは、 当該表現は皆無か まれであ り、そ の原因は問答
体 の希薄 さや講者 の態度 にあ るとす る。 これに対 して大永か ら天文年間の講 では当該表現が聴
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講 者 に熱 く語 りか け る手段 と して 多 く用 い られ て い る 。
「第 四章 『古 活 字 版 日本 書 紀 抄 』 の 敬 語 表 現 」 で は、 清 原 宣 賢 が 「古 活 字 版 日本 書 紀 抄 」 を
も と に、 講 義 とい う場 に お い て どの よ う な 敬語 表 現 を して い たか を考 察 す る。 敬 語 表 現 を尊 敬
表 現 、 謙 譲 表 現 、 丁 寧 表現 に分 け て、 大 勢 は 丁寧 表 現 に 移行 し、 丁 寧 表 現 の充 実 方 向 に 向か う
と い う事 実 を 指 摘 す る。
「第 五 章別 視 点 か ら見 た 『中華 若 木 詩 抄 』」 で は 、 本 抄 が 室 町 時代 の 障壁 画 、 襖 絵 な ど の参 考
書 で あ り、絵 画 との接 点 が 表 現 者 如 月寿 印 の意 図で あ る とす る。 これ が 「中華 若 木 詩 抄 」 が 愛
好 され 、 版 を重 ね 、 庶 民 に も受 け入 れ られ た 理 由 で あ る と説 く。 これ は、 「花 上集 」 な ど本 抄
の 上 流 の 系譜 に位 置 す る資 料 にお いて も 同様 で あ る。
「第 六 章 『中 華 若 木 詩 抄 』 の表 現 構 造 」 で は 、 室 町 時 代 の 障 壁 画 、 襖 絵 の 画 材 と して 人 気 の
高 か った も の の 中 か ら 「竹 」 に 関 す る詩 を取 り上 げ 、r中 華 若 木 詩 抄』 の 抄 文 を詳 し く読 み 込
む こ とに よ り、 当時 の人 々 の表 象 、 図象 表 現 に至 る嗜 好 を 明 らか にす る。 論 証 過 程 に、 軍 記 物
語 で あ る 「信 長 記 」 にお け る安 土 城 障 壁 画 に関 す る部 分 もつ き あわ せ 、 抄 物 文 献 の 研 究 が 歴 史
史 料 解 読 に あた って も有 効 で あ る こ とを 示 した 。
「第 七 章 『中 華 若 木 詩 抄 』 と評 語 『ア リア リ ト』」 で は、 「中 華 若 木 詩 抄 」 収 録 の詩 に、 如 月
が与 えた 評 語 「ア リア リ ト」 を 中心 に 、 関連 の あ る 「ア リア リシ ク」 「自然 ニ キ コヘ テ 」 「如 在
眼 中 二」 「ソ ノマ マ 画 カ イ タ ヤ ウ ニ」 な ど の評 語 、 また 、 多 分 に 異質 の 評 語 「思 ヒ ノ マ マ ニ 」
「言 外 ニ ア ラハ レ タ リ」 な ど に つ いて 、 如 月 の 「和 らげ 」(注 釈)に 基 づ い て 考 察 す る。 これ
らの評 語 は、 如 月 の詩 観 を表 した もの で 、 詩 と絵 画 の 一 致 、 共 通 性 を表 す 必 然 の 帰 結 と して の
評 語 で あ った とす る。
「第 八 章 『テ ノ用 ハ』 の 表 現 領 域 」 で は、 抄 物 や 狂 言 に 多 用 され る 「テ ノ用 ハ 」 につ い て 考
察 す る。 大 永 か ら天文 年 間、 五 山 の禅 僧 や 博士 家 関 係 者 が講 述 用語 と して も、 登 場 人物 の会 話
と して も 「テ ノ用 ハ」 を多 用 した。 この 表 現 は、 当 時 の 口語 にお い て 相 手 へ の 詰 問 や 理 詰 め の
反 論 が 究 極 的 に必 要 な とき に用 い られ た 重 要 な表 現 で あ る こ と を指摘 して い る。 この 表現 は 、
室 町 女 性 が 志 向 した は っ き り した 物 言 い を支 え た もの で もあ っ た とす る。
「第 九 章不 審 とい う語 の表 現 環 境 一 狂 言 に反 映 され た 日常 会 話(一)」 で は、 日常 会 話
にお いて いぶ か し く感 じた と き の 一 般 的 表 現 は、 「ふ しん な 」9で あ る とす る。 大 蔵 虎 明本 で は
「ふ しん ぢ や」 とい う表 現 は な い。 待 遇 表 現 に対 応 す る表 現 で は、 「ふ しん な 事 で ござ る」 「ふ
しん に ご ざ る」 な どが あ る。 そ の ほ か 「不 審 」 「不 審 す る」 で質 問 す る意 を、 あ る い は 男 女 の
仲 を問題 にす る場 合 の用 い る とす る。
「第 十 章 『不 審』 とい う語 の表 現 環境 一 狂 言 に反 映 され た 日常 会話(二)」 で は、 「ふ
しん 」 と共 存 す る 「き ど くな 」 「ふ しぎ な」 に つ いて 考 察 す る。 こ の表 現 は、 神 仏 の霊 験 、 奇
跡 を、 あ りえ な いが きわ めて 有 り難 い と思 うプ ラス 評 価 が 、 あ りえ な い一 腋 に落 ちな い とい う
マ イ ナ ス 評 価 に転 化 した 用 法 で あ る こ と、 「不 審 な 」 と言 い切 り にで き な い 謡 曲や 間 狂 言 で は
「不 思 議 な り」 を用 いて いぶ か し く思 う気 持 ち を表 して い る こ と、 後 半で は、 狂 言 資 料 で は、
室 町 後 期 か ら江 戸 初 中期 に、 「不 審 な 」 か ら 「合 点 の 行 か ぬ」 へ の 勢 力 交 代 が あ っ た こ と を 明
らか にす る。
「第 十 一 章 『不 審 』 とい う語 の表 現 環 境一 『エ ソポ 物 語 』 お 伽 草 子 な どの 場 合一 」 で は、
キ リシ タ ン資 料 の 「天 草 版 エ ソポ 物 語 」 お 伽 草 子 の 「不 審 」 を調 査 し独 自 の世 界 が 展 開 され て
い る こ とを指 摘 す る。 前 者 で は 、 こ の語 は、 お 伽 草 子 とは異 な り、 「質 問」 「謎 」 の意 で あ り、
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「難題 を解 く」 「謎 を解 き明かす」 とい う行為 を表す とす る。 これ は、背 景 に、 当時 の 日本人
が 「謎」 「なぞ なぞ」 を愛 し、 民衆 的 レベル で受 け入れて いた ことと関係 する とす る。用語 の
意味が社会的背景 と密接につながっている ことを述べる ものである。
「第十二章 『日葡辞書』の 『婦人語』か ら 性差 による表現 の実態 」で は、 「日葡 辞書」
に見え る婦人語である百十余語 につ いて調査 し、他文 献での状況 を合わせ考 え、 男性 たちに伝
播 してい く姿、女性語 が成 立す る背 景、男女共有語 であったのに女性語 として意識 され た事情
な どについて考察す る。婦 人語 の成立 のみな らずそ の広 が りの背景について述べ ている。
「第 十三章 ～第十 五章」 では、キ リシタン資料 の 「こんてむつすむ ん地」 を もとに、 ロー マ
字本 「コ ンテムツスムンヂ」 と比較 しなが ら、そ の用語 をキーワー ドとして取 り上げ、両者 の
ことば や表現 との相違 を指摘 しつつ キ リシタン文学 を受容 した人々の心 と表現 の問題 を取 り扱
う。 さ らに、 それ らの語 を上代か ら中世 に至 る諸文献 あるいは現代語 の例 をつきあわせて考察
する。 これ らの章で は、用語 の考証 にと どま らず、そ の背後 に潜 む当時 の人 々の心 と表現 に迫 っ
ている。
「終章」 では、それ までの考察 をまとめて、今後 の課題 を示 している。
以 上、 本論文 は、既 に中世文献の資料的考察、語彙的 ・国語史的考察の著作が ある論者が、
それ らを踏 まえて さ らに表現論的研究 を試みた もので ある。そ の研究成果は、 これ まで ことば
の考証 にと どまって いた ものをさらに前進 させた もので、 中世語 の研究ばか りでな く、広 く国
語学的研究 に寄与す るもので あり、かつ新生面 を開 くものという ことができ る。
よって、本論文 の提 出者は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るものと認
め られ る。
一10一
